
要
旨
大
江
匡
房
の
詩
序
「
花
樹
契
遣
年
」
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
九
）
は
、
現
在
ま
で
に
未
注
釈
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
制
作
は
匡
房
四
十

代
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
期
の
匡
房
の
活
躍
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
り
う
る
。
本
稿
で
は
詩
序
の
注
釈
を
行
い
、
そ
の
詳
査
を

通
し
て
、
匡
房
の
詩
序
の
作
成
態
度
や
作
品
傾
向
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

匡
房
は
こ
の
詩
序
に
お
い
て
、
中
国
の
典
拠
を
巧
み
に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
江
家
を
継
承
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
祖
先
の
文
藻
を
組

み
込
ん
で
い
る
。
更
に
同
時
代
に
成
立
し
た
日
本
漢
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
本
朝
文
粋
』
の
使
用
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
複
合
的
に
操
る

と
こ
ろ
か
ら
、
匡
房
の
文
学
者
と
し
て
の
高
い
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
り
匡
房
は
己
の
抜
き
ん
で
た
力
と
才
能
、
さ
ら
に

家
柄
を
誇
示
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
側
面
が
院
政
期
最
大
の
儒
者
と
し
て
の
匡
房
の
活
躍
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

大
江
匡
房
「
花
樹
契
暹
年
」
詩
序
訳
注

七
田
麻
美
子
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本
稿
は
大
江
匡
房
の
詩
序
「
花
樹
契
暹
年
」
の
詳
査
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
本
詩
序
は
、
匡
房
が
四
十
代
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
の

作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
作
品
の
中
で
、
こ
の
当
時
の
作
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
匡
房
四
十
代
は
じ
め
と
い
う
の
は
、

後
三
条
朝
に
お
け
る
躍
進
的
な
抜
擢
の
後
、
白
河
朝
に
お
い
て
参
議
と
な
る
前
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
目
立
っ
た
活
躍
を
確
認
し
に
く
い

こ
と
も
あ
り
、
匡
房
研
究
の
中
で
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
匡
房
の
生
涯
を
見
渡
す
上
で
重
要
な
時
期
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
匡
房
四
十
代
の
活
動
を
知
る
上
で
、
本
詩
序
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
詩
序
自
体
の
解
説
を
主
た

る
目
的
と
し
、
本
詩
序
の
成
立
背
景
、
お
よ
び
こ
こ
か
ら
伺
う
事
の
で
き
る
匡
房
の
思
想
に
つ
い
て
の
論
究
は
別
槁
に
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

凡
例
一
、
底
本
に
は
『
本
朝
続
文
粋
」
の
通
行
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
二
十
九
巻
下
本
朝
文
粋
本
朝
続
文
粋
』

を
使
用
し
、
異
同
に
関
し
て
は
基
本
的
に
底
本
の
校
合
に
従
っ
た
が
、
句
読
点
は
私
に
付
し
た

一
、
訓
読
文
は
必
ず
し
も
平
安
時
代
の
訓
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

一
、
文
章
構
造
の
分
析
に
関
し
て
は
、
『
作
文
大
体
』
に
従
っ
た
。

二
、
文
章
構
造

｜
、
は
じ
め
に
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大江匡房「花樹契暹年」詩序訳注

以
下
に
『
花
樹
契
逼
年
』
詩
序
を
文
章
構
造
に
よ
っ
て
分
析
し
た
全
文
を
挙
げ
る
。
な
お
、
①
～
④
の
数
字
は
私
に
付
し
た
段
落
番
号

で
あ
る
。

軽長長
隔句句
句

発
句

方
今
、

② 長
句
為
二
此
名
区
之
主
《
更
加
二
潤
色
之
功
毛

雑
隔
句
仁
山
智
水
之
象
二
天
然
一
美
、
楽
以
渉
レ
年
。

歌
堂
舞
樹
之
叶
二
地
勢
一
焉
、
成
し
之
不
レ
日
。

傍
字
博
陸
左
丞
相
、

密
隔
句
准
二
紫
庭
一
而
二
代
、
恭
移
二
万
乗
之
皇
居
《

排
二
黄
閣
一
而
七
廻
、
常
作
二
三
台
之
相
府
毛

①発
句

漫
句

緊
句

艶
陽
閾
而
暮
月
、
曲
水
過
而
四
朝
。

忽
当
二
啓
沃
之
余
閑
《
新
命
二
詩
酒
之
良
宴
至

銀
黄
金
紫
、
踊
二
珠
履
一
而
連
レ
楊
、

揚
江
蓮
峯
、
振
二
藻
思
一
而
填
レ
門
。

夫堀
河
院
者
、
洛
城
甲
第
也
。

風
景
春
濃
、
泉
石
秋
冷
。
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傍
字

況
亦
、

密
隔
句
叩
蒟
《
｜
司

長
句
孫
弘
者
西
漢
之
重
臣
也
、
顧
雍
者
前
世
之
賢
相
也
。

発
句

於
戯
、

④ 送
句

者
也
。

密長緊
隔句句
句

発
句
観
其
、

③ 漫
句
盛
集
之
趣
、
誠
以
有
美
。

求
二
異
類
於
勝
地
《
亦
白
鶴
占
二
勾
曲
之
暁
露
一

契
逼
年
樹
契
暹
年

訪
二
同
情
於
仙
都
へ
則
紅
桃
開
二
三
千
之
春
霞
《

契
暹
年
花
契
暹
年

柳
條
之
臨
樹
岸
脚

也
、

林
囿
重
々
、
囮
菫
漠
々
。

対
一
三
春
之
新
粧
へ
知
烏
悶
囲
之
芳
聞
團
。

梅
片
之
綻
二
嶺
頭
一
也
、
自
期
二
南
山
之
寿
↓

花
契
暹
年

更
待
二
東
海
之
塵
宅

契
暹
年

【
本
文
】

【
破
題
】

【
題
目
】
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大江匡房「花樹契暹年」詩序訳注

緊
句
鐘
漏
漸
深
、
絲
竹
頻
奏
。

長
句
蒲
二
伏
於
恩
渥
之
裏
《
秘

緊
句
恐
以
一
蕪
篇
《
慈
叙
二
花
型

送
句
一
三
羽
。

傍
字

既
而
、

漫
句

疎
隔
句

長
句
皇
后
之
厳
親
、
皇
子
之
外
祖
、

漫
句
如
二
我
相
府
一
者
、

長
句
仕
二
堯
舜
之
君
《

漫
句
生
二
人
罰
》
而
一
心
〃

密
隔
句
翅
材
館
之
風
豈
不
レ
芳
哉
、
、
恨
レ
出
二
海
上
之
浪
↓

通
賢
橋
之
月
豈
不
レ
潔
哉
、
嫌
レ
混
二
江
左
之
壼
至

漫
句

仕
二
堯
舜
之
君
《
為
一

在
二
人
間
一
而
応
レ
足
。

皇
后
之
厳
親
、
皇
子

於
二
天
下
一
而
不
レ
卑
・

好
二
文
一
昊
以
為
二
政

崇
二
学
校
《
以
為
二
礼

居
レ
今
思
レ
古
、
不
焔

蒲
二
伏
於
恩
渥
之
裏
《
松
二
容
於
詞
花
之
間
↓

恐
以
一
蕪
篇
《
慈
叙
二
花
樹
《

云
爾
。

以
為
二
政
化
之
赫
赫
《

以
為
二
礼
楽
之
枢
機
聿

〕
、
不
し
槐
二
於
心
一
乎
。

為
二
社
稜
之
臣
や
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春
日
左
丞
相
水
閣
に
陪
し
同
く
花
樹
暹
年
を
契
る
を
賦
す
詩
一
首
清
字
序
を
井
せ
た
り
江
大
府
卿

①
夫
れ
堀
河
院
は
、
洛
城
の
甲
第
な
り
。
風
景
春
濃
や
か
に
し
て
、
泉
石
秋
冷
す
ま
じ
。
紫
庭
に
准
じ
て
二
代
、
恭
く
も
万
乗
の
皇

居
を
移
す
。
黄
閣
を
排
し
て
七
廻
、
常
に
三
台
の
相
府
と
作
る
。
博
陸
左
丞
相
、
此
の
名
区
の
主
為
り
、
更
に
潤
色
の
功
を
加
ふ
。

仁
山
智
水
の
天
然
を
象
る
や
、
楽
以
て
年
を
渉
る
。
歌
堂
舞
桝
の
地
勢
に
叶
ふ
や
、
之
を
成
せ
る
に
日
な
ら
ず
。

②
方
今
、
艶
陽
閾
に
し
て
暮
月
た
り
、
曲
水
過
ぎ
て
四
朝
た
り
。
忽
ち
啓
沃
の
余
閑
に
当
り
、
新
に
詩
酒
の
良
宴
を
命
ず
。
銀
黄
金

紫
、
珠
履
を
鴎
み
て
楊
を
連
ね
、
揚
江
蓮
峯
、
藻
思
を
振
ひ
て
門
に
填
っ
。
盛
集
の
趣
、
誠
に
以
て
有
る
か
な
。

③
観
れ
ば
其
れ
、
林
樹
重
々
た
り
て
、
花
薑
漠
々
た
り
。
三
春
の
新
粧
に
対
ひ
て
、
暹
年
の
芳
契
を
知
る
。
梅
片
の
嶺
頭
に
綻
ぶ
や
、

自
ら
南
山
の
寿
を
期
す
。
柳
條
の
岸
脚
に
臨
む
や
、
更
に
東
海
の
塵
を
待
つ
。
況
ん
や
亦
た
、
同
情
を
仙
都
に
訪
へ
ば
、
則
ち
紅

桃
三
千
の
春
霞
に
開
き
、
異
類
を
勝
地
に
求
む
れ
ば
、
亦
た
白
鵺
勾
曲
の
暁
露
を
占
む
る
者
な
り
。

④
あ
あ
、
孫
弘
は
西
漢
の
重
臣
な
り
て
、
顧
雍
は
前
世
の
賢
相
な
り
。
劉
材
館
の
風
豈
に
芳
か
ら
ざ
ら
ん
や
、
海
上
の
浪
に
出
づ
る

を
恨
む
。
通
賢
橋
の
月
豈
に
潔
か
ら
ざ
ら
ん
や
、
江
左
の
雲
に
混
る
を
嫌
ふ
。
我
が
相
府
の
如
き
は
、
堯
舜
の
君
に
仕
へ
、
社
稜

の
臣
と
為
る
。
人
間
に
在
り
て
応
に
足
る
べ
し
。
皇
后
の
厳
親
、
皇
子
の
外
祖
、
天
下
に
お
い
て
卑
か
ら
ず
。
文
章
を
好
み
て
以

て
政
化
の
縮
撒
為
り
、
学
校
を
崇
び
て
以
て
礼
楽
の
枢
機
為
る
。
今
に
居
り
て
古
を
思
へ
ば
、
心
に
槐
じ
ざ
ら
ん
や
。
既
に
し
て
、

鐘
漏
漸
く
深
ま
り
、
絲
竹
頻
り
に
奏
す
。
恩
渥
の
裏
に
蒲
伏
し
、
詞
花
の
間
に
松
容
す
。
恐
ん
で
蕪
篇
を
以
て
、
愁
い
に
花
樹
を

叙
す
と
、
云
ふ
こ
と
爾
か
り
。

三
、
書
き
下
し
文
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大江匡房「花樹契邇年」詩序訳注

①
堀
河
院
は
、
洛
城
の
邸
宅
で
す
。
そ
の
庭
の
光
景
は
春
は
春
た
け
な
わ
の
、
秋
は
秋
の
深
ま
り
を
み
せ
る
も
の
で
す
。
禁
中
に
準
じ
る

働
き
を
し
て
二
代
目
と
な
り
、
も
っ
た
い
な
く
も
帝
の
お
住
ま
い
を
移
し
て
い
ま
す
。
宰
相
の
館
と
し
て
開
い
て
七
廻
り
目
と
な
っ
て

お
り
、
常
に
三
公
の
相
府
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
関
白
左
大
臣
は
、
こ
の
名
区
の
主
と
な
り
、
更
に
こ
の
地
に
潤
色
を
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
庭
の
山
水
が
天
然
の
風
情
を
作
り
出
し
、
こ
こ
で
の
楽
し
み
は
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
歌
舞
の
う
て
な
は
こ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
様
子
を
し
て
お
り
、
こ
う
な
る
ま
で
に
は
ず
い
ぶ
ん
と
時
間
が
か
か
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

②
ま
さ
に
今
、
晩
春
の
季
節
た
け
な
わ
の
三
月
で
あ
り
、
曲
水
の
宴
が
終
わ
っ
て
４
日
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
に
わ
か
に
臣
下
と

し
て
の
つ
と
め
の
合
間
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
、
詩
酒
の
宴
を
催
す
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
高
位
の
貴
族
た
ち
は
珠
の
履
物
を
は

い
て
居
並
び
穂
文
学
の
士
た
ち
は
、
詩
文
を
作
る
才
能
を
振
る
っ
て
こ
こ
に
満
ち
て
い
ま
す
。
盛
集
の
趣
と
は
、
ま
こ
と
に
こ
の
よ
う

な
も
の
を
い
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

③
観
る
と
、
林
の
木
は
重
な
り
合
い
、
花
は
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
の
新
た
な
装
い
に
対
時
し
て
、
延
年
の
す
ば
ら
し

い
約
束
事
を
知
り
ま
し
た
。
梅
の
花
が
嶺
の
上
に
ほ
こ
ろ
び
る
と
き
、
お
の
ず
か
ら
長
寿
を
期
し
、
柳
の
木
が
岸
辺
に
臨
ん
で
い
る
と

き
、
更
に
永
遠
不
変
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
し
て
や
、
同
じ
思
い
の
も
の
を
仙
都
に
訪
れ
る
と
、
紅
桃
が
三
千
年
の
春
霞
に
開
く
の
に
出
会
い
、
珍
し
い
も
の
を
勝
地
に
求
め
て

い
く
と
、
白
鶴
が
句
曲
山
の
暁
の
露
を
占
め
る
様
に
出
会
い
ま
す
。

④
あ
あ
、
孫
弘
は
西
漢
の
重
臣
で
あ
り
、
顧
雍
は
前
世
の
賢
相
で
あ
り
ま
す
。
孫
弘
の
建
て
た
麹
材
館
の
周
辺
の
風
が
ど
う
し
て
芳
し
く

四
、
試
訳
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○
花
樹
花
の
咲
く
樹
。
『
白
氏
文
集
』
に
た
び
た
び
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、
「
別
楼
東
玻
花
樹
両
絶
」
の
二
の
句
で
は
、
次
の
年
へ
と

変
わ
ら
ぬ
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
も
の
と
し
て
、
「
西
省
対
花
憶
忠
州
東
岐
新
花
樹
因
寄
題
東
楼
」
で
は
時
間
と
場
所
を
越
え
て
変
わ
ら

ぬ
姿
を
見
せ
る
も
の
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
首
は
い
ず
れ
も
白
居
易
の
忠
州
赴
任
時
の
も
の
で
あ
り
、
「
花
樹
」
は
官
舎

の
近
く
の
「
東
玻
」
に
自
ら
植
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
二
年
留
滞
在
二
江
城
『
草
樹
禽
魚
尽
二
有
情
《
何
処
殿
勤
重
廻
レ
首
、
東
波
桃
李

種
新
成
」
「
花
林
好
住
莫
二
樵
悴
〈
春
至
但
知
レ
依
二
旧
春
《
楼
上
明
年
新
太
守
、
不
し
妨
還
是
愛
花
人
」
（
「
別
楼
東
波
花
樹
両
絶
」
『
白

氏
文
集
』
巻
十
八
〔
二
七
七
〕
〔
二
七
八
〕
）
。
「
看
關
下
丹
青
樹
、
不
し
忘
二
天
辺
錦
繍
林
《
西
液
垣
中
今
日
眼
南
、
賓
楼
上
去
二
年

心
《
花
含
二
春
意
一
無
二
分
別
『
物
感
二
人
情
一
有
二
浅
深
《
最
憶
東
波
紅
燗
慢
、
野
桃
山
杏
水
林
檎
」
（
「
西
省
対
花
憶
忠
州
東
波
新
花
樹

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
、
海
上
の
浪
を
出
る
の
を
恨
め
し
く
思
い
ま
す
。
顧
雍
の
家
の
前
の
通
賢
橋
か
ら
見
え
る
月
が
、
ど
う
し

て
潔
く
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
、
江
左
の
雲
に
紛
れ
る
の
を
厭
わ
し
く
思
い
ま
す
。
我
が
相
府
は
、
堯
舜
の
よ
う
な
名
君
に
お
仕

え
に
な
り
、
社
穰
の
臣
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
間
に
お
い
て
そ
の
果
た
す
と
こ
ろ
は
十
分
な
も
の
で
す
。
皇
后
の
厳
親
で
あ
り
、

皇
子
の
外
祖
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
天
下
に
お
い
て
卑
し
い
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
章
を
好
み
、
政
化
の

た
め
に
そ
れ
を
彩
る
も
の
と
し
、
学
校
を
崇
び
礼
楽
の
枢
機
と
な
さ
い
ま
す
。
今
こ
の
時
に
あ
っ
て
昔
の
事
を
思
う
と
き
、
心
に
槐
じ

既
に
、
宴
の
と
き
は
深
ま
り
、
音
楽
は
頻
り
に
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
い
恵
み
の
内
に
平
身
低
頭
し
、
詞
花
の
間
に
従
容
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
中
で
恐
ん
で
こ
の
粗
末
な
文
章
で
も
っ
て
、
愁
い
に
花
樹
の
こ
と
を
述
べ
ま
す
。
か
く
言
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
め
に
そ
れ
を
彩
る
も
の
と
し
、

る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

五
、
語
釈

－32－



大江匡房「花樹契遥年」詩序訳注

○
堀
河
院
平
安
京
左
京
三
条
二
坊
九
・
十
の
南
北
二
町
を
占
め
る
邸
宅
。
こ
の
詩
序
の
当
時
は
藤
原
師
実
の
邸
宅
で
あ
る
。
師
実
は
頼

通
か
ら
伝
領
さ
れ
た
後
、
承
暦
四
年
（
一
○
八
○
）
よ
り
こ
こ
に
移
っ
た
こ
と
が
『
類
聚
雑
要
抄
』
巻
二
に
見
え
る
。
後
に
白
河
天
皇
、

堀
河
天
皇
の
里
内
裏
と
さ
れ
た
。
な
お
、
里
内
裏
と
し
て
は
、
藤
原
兼
通
の
関
白
当
時
、
貞
観
元
年
円
融
天
皇
が
内
裏
の
焼
亡
の
た
め

こ
こ
に
遷
幸
し
て
よ
り
の
こ
と
。
こ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
『
栄
花
物
語
」
巻
第
二
「
花
山
た
づ
ぬ
る
中
納
言
」
に
詳
し
い
。

○
甲
第
立
派
な
邸
宅
。
「
北
閾
甲
第
、
当
道
直
啓
」
。
（
張
衡
「
西
京
賦
」
『
文
選
」
巻
二
）
「
大
夫
命
日
、
河
原
院
者
、
昔
乃
是
相
府
之

甲
第
、
今
猶
為
二
玉
董
之
景
村
一
」
（
藤
原
惟
成
「
秋
日
於
河
原
院
同
賦
山
晴
秋
望
多
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
〔
二
二
八
〕
）
、
「
洛
城
有
二

一
形
勝
圭
世
謂
二
之
東
三
条
や
本
是
大
相
国
之
甲
第
、
伝
為
二
左
丞
相
之
花
亭
一
」
（
大
江
匡
衡
「
暮
春
侍
宴
左
丞
相
東
三
条
第
同
賦
渡

水
落
花
舞
応
製
」
「
本
朝
文
粋
」
巻
十
〔
三
○
八
〕
）
。

○
春
濃
春
が
た
け
な
わ
で
あ
る
さ
ま
。
「
王
城
東
南
半
里
余
、
有
二
一
玉
洞
一
美
。
煙
霞
春
濃
、
泉
石
秋
冷
。
蓋
太
上
上
皇
、
叡
賞
辰
遊

之
地
也
」
（
菅
原
輔
昭
「
春
日
同
賦
隔
花
勧
酒
応
太
上
皇
製
」
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
二
九
八
〕
）
。

○
泉
石
山
水
の
景
色
。
庭
の
風
景
。
「
家
山
泉
石
尋
常
憶
、
世
路
風
波
子
細
諸
」
（
「
除
夜
寄
微
之
」
「
白
氏
文
集
』
巻
五
十
三
〔
二
三
二

四
〕
）
、
「
西
軒
泉
石
北
窓
風
」
（
「
喜
照
密
閑
実
四
上
人
見
過
」
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
四
〔
三
○
七
六
〕
）
。

因
寄
題
東
楼
」
『
白
氏
文
集
』
巻
十
九
〔
三
二
六
〕
）
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
様
々
な
種
類
の
木
々
が
あ
る
が
、
同
じ
く
白
居
易

の
「
歎
老
三
首
」
の
第
三
首
で
は
「
花
樹
」
は
特
に
桃
と
さ
れ
て
い
る
。
当
詩
序
は
三
月
の
詠
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
契
暹
年
」
か
ら
、

長
寿
の
意
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
桃
の
意
も
汲
ん
で
い
る
。

○
邇
年
長
寿
。
永
遠
の
年
月
。
「
離
し
蹄
二
千
祀
《
而
懐
二
旧
穂
於
暹
年
一
」
（
左
思
「
魏
都
賦
」
『
文
選
』
巻
六
）
、
「
張
子
房
之
得
二
暹
年
一

間
し
仙
、
以
已
芥
二
万
戸
一
」
（
大
江
匡
衡
「
同
公
重
上
表
」
「
本
朝
文
粋
」
巻
四
〔
一
○
九
〕
「
為
同
太
政
大
臣
辞
左
大
臣
第
二
表
」
『
本

間
し
仙
、
以
已
芥
二
万
戸
一
」
（
，

朝
文
粋
』
巻
五
〔
一
二
八
〕
）
。

－33－



○
万
乗
天
子
の
こ
と
。
「
不
し
受
二
於
褐
寛
博
《
亦
不
レ
受
二
於
万
乗
之
君
↓
視
し
刺
二
万
乗
之
君
《
若
し
刺
二
褐
夫
一
」
（
『
孟
子
』
「
公
孫
丑
上
」
）
、

「
夫
勝
地
伝
し
名
以
錐
二
交
美
↓
帝
后
未
三
必
生
二
一
家
之
光
耀
《
賢
相
輔
レ
主
以
雛
二
世
栄
《
父
子
未
三
必
致
二
万
乗
之
臨
幸
一
」
（
大
江
匡
衡

「
暮
春
侍
宴
左
丞
相
東
三
条
第
同
賦
渡
水
落
花
舞
応
製
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
三
○
八
〕
）
。

○
排
開
く
こ
と
。
建
物
を
開
く
と
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
こ
が
機
能
を
始
め
る
と
い
う
意
に
な
り
、
こ
こ
で
は
関
白
の
館
と
な
る
こ
と
。

「
方
且
排
一
鳳
閾
一
以
高
瀞
、
開
二
爵
園
一
而
広
宴
」
（
顔
延
年
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
一
首
」
『
文
選
』
）
、
「
差
内
相
府
、
排
二
甲
第
一
而
代

登
臨
」
（
紀
斉
名
「
三
月
尽
同
賦
林
亭
春
已
晩
各
分
一
字
応
教
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
八
〔
一
三
○
〕
）
。

○
黄
閣
宰
相
の
住
む
館
。
こ
こ
で
は
関
白
の
館
。
「
爾
随
二
黄
閣
老
《
吾
次
二
紫
微
郎
一
」
（
「
行
簡
初
授
拾
遺
、
同
早
朝
入
閣
。
因
示
十

二
韻
」
『
白
氏
文
集
』
巻
十
九
〔
一
二
四
一
〕
）
、
「
方
今
、
講
芸
之
場
者
、
是
外
祖
大
相
国
之
旧
居
也
。
昔
為
二
黄
閣
《
今
為
二
胄
閨
一
」

（
大
江
匡
衡
「
七
言
冬
日
陪
東
宮
聴
第
一
皇
孫
初
読
御
注
孝
経
応
令
詩
一
首
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
九
〔
二
五
八
〕
）
。

○
三
台
三
台
星
の
こ
と
を
い
い
、
日
本
で
は
左
右
大
臣
と
太
政
大
臣
の
こ
と
。
三
公
に
同
じ
。
「
三
公
者
象
一
天
之
三
台
星
一
」
（
『
職
原

○
秋
冷
秋
の
気
配
が
冷
や
や
か
で
あ
る
さ
ま
。
秋
の
深
ま
っ
た
様
子
。
「
年
豐
最
喜
唯
貧
客
、
秋
冷
先
知
是
痩
人
」
（
「
送
侯
三
郎
中
」

『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
三
〔
二
三
七
六
〕
）
。

○
紫
庭
紫
禁
に
同
じ
。
宮
中
。
「
来
献
南
音
奉
正
朔
、
徳
宗
立
レ
仗
御
紫
庭
」
（
「
驍
国
楽
」
『
白
氏
文
集
」
巻
三
〔
一
四
三
〕
）
、
「
開
二

紫
庭
之
詩
席
《
快
二
一
日
於
群
臣
一
」
（
大
江
匡
衡
「
夏
夜
守
庚
申
侍
清
涼
殿
同
賦
避
暑
対
水
石
応
製
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
〔
二
二
三
〕
）
。

○
准
な
ぞ
ら
え
る
。
「
塚
石
惇
閾
高
十
余
丈
、
以
准
二
陵
廟
《
破
入
家
居
一
発
二
掘
塚
墓
一
及
盧
掠
」
（
「
後
漢
孝
桓
皇
帝
紀
下
」
「
『
後
漢

書
』
巻
二
十
二
）
、
「
今
准
二
紫
禁
《
二
年
移
二
朝
儀
於
此
地
一
」
（
大
江
匡
衡
「
暮
春
侍
宴
左
丞
相
東
三
条
第
同
賦
渡
水
落
花
舞
応
製
」

書
』
巻
二
十
二
）
、
「
今
准
二
紫
禁
↓

『
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
三
○
八
〕
）
。

抄
』
巻
上
）
。
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○
博
陸
摂
政
・
関
白
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
師
実
の
任
ぜ
ら
れ
た
関
白
を
指
す
。
博
陸
は
漢
代
武
帝
に
よ
っ
て
雷
光
が
博
陸
侯
に
封
ぜ
ら

れ
た
こ
と
よ
り
、
重
臣
の
こ
と
を
指
す
語
。
「
向
二
蘋
藻
一
以
観
レ
魚
、
猶
し
垂
一
渭
陽
之
釣
《
栽
二
梧
桐
一
以
待
し
鳳
、
載
轄
二
博
陸
之
車
一
者

Ｄ

也
」
（
大
江
匡
衡
「
夏
日
陪
左
相
府
耆
閣
同
賦
水
樹
多
佳
趣
応
教
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
八
〔
二
三
二
〕
）
。

○
左
丞
相
こ
こ
で
は
関
白
左
大
臣
藤
原
師
実
の
こ
と
。
師
実
は
延
久
元
年
（
一
○
六
九
）
よ
り
左
大
臣
、
承
暦
二
年
（
一
○
七
八
）
よ

り
関
白
と
な
り
、
永
保
三
年
（
一
○
八
三
）
左
大
臣
を
辞
す
。

○
潤
色
つ
や
を
加
え
る
こ
と
。
さ
ら
に
美
し
く
立
派
に
す
る
こ
と
。
「
威
遵
夫
子
之
業
而
潤
二
色
之
一
」
（
「
儒
林
伝
」
『
史
記
』
巻
五
十

八
）
、
「
夫
六
波
羅
蜜
寺
者
、
空
也
聖
者
権
二
輿
之
《
中
信
上
人
潤
色
焉
」
（
慶
滋
保
胤
「
七
言
暮
春
於
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
聴
講
法
華

経
同
賦
一
称
南
無
仏
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
二
七
六
〕
）
。

○
仁
山
智
水
山
水
の
こ
と
。
仁
者
は
山
を
楽
し
み
、
智
者
は
水
を
楽
し
む
と
い
う
、
「
知
者
楽
し
水
、
仁
者
楽
し
山
、
知
者
動
、
仁
者
静
、
’５３

知
者
楽
、
仁
者
寿
」
（
『
論
語
』
「
雍
也
篇
」
）
よ
り
の
言
葉
。
し
ば
し
ば
山
水
の
意
で
も
使
わ
れ
る
。
「
客
有
二
仁
智
之
楽
《
自
助
二
山
水
一

之
心
一
」
（
慶
滋
保
胤
「
暮
春
於
文
章
院
饒
諸
故
人
赴
任
同
賦
別
方
山
水
深
」
「
本
朝
文
粋
』
巻
九
〔
二
九
八
〕
）
、
「
霜
以
、
仁
山
受
し
塵
、

紺
稻
漢
之
勢
嘉
時
、
智
水
容
レ
露
、
浴
日
之
潤
良
流
」
（
小
野
篁
「
奉
右
大
臣
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
七
〔
一
八
六
〕
）
。

序詩
○
天
然
山
や
川
な
ど
自
然
の
姿
。
「
公
孫
丑
日
、
道
則
高
英
美
笑
。
宜
三
若
登
二
天
然
一
似
不
し
可
レ
及
也
。
」
（
『
孟
子
』
）
、
「
天
然
之
性
、

Ｊ僻
不
二
且
悦
一
乎
」
。
（
大
江
匡
衡
「
七
言
冬
日
陪
東
宮
聴
第
一
皇
孫
初
読
御
注
孝
経
応
令
詩
一
首
」
「
本
朝
文
粋
」
巻
九
三
五
八
〕
）
。

椒
○
歌
堂
舞
樹
歌
っ
た
り
舞
っ
た
り
す
る
場
で
あ
る
う
て
な
◎
「
若
夫
藻
扁
繍
帳
、
歌
堂
舞
閣
之
基
」
（
蚫
照
「
蕪
城
賦
」
『
文
選
」
巻
十

花同
一
）
、
「
藻
扁
繍
帳
、
歌
堂
舞
閣
之
基
」
（
大
江
匡
房
「
堀
河
院
奉
為
母
后
御
八
講
願
文
」
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
二
一
）
。

眼
○
地
勢
場
所
の
様
子
。
「
舟
中
国
之
人
、
不
し
知
二
其
地
勢
《
不
し
能
し
服
真
水
士
《
錐
し
有
二
強
兵
百
《
不
し
当
二
一
臣
安
↓
籟
為
二
陛
下
重

大

之
臣
一
」
（
「
前
漢
孝
武
皇
帝
紀
」
「
漢
書
』
巻
十
）
、
「
陰
条
陽
葉
之
誇
二
天
時
《
開
二
春
風
一
落
二
秋
霜
《
月
台
水
閣
之
随
二
地
勢
《
郭
斤
声



○
啓
沃
臣
下
の
も
の
が
善
導
を
君
主
に
告
げ
る
こ
と
。
臣
下
と
し
て
の
勤
め
。
「
啓
二
乃
、
坐
沃
二
朕
心
ご
（
『
害
経
』
「
説
命
上
」
）
に
よ

る
。
「
而
臣
啓
沃
悔
二
於
既
往
《
摂
理
昧
二
於
方
来
一
」
（
大
江
匡
衡
「
同
公
重
上
表
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
四
〔
一
○
九
〕
「
為
同
太
政
大
臣

辞
左
大
臣
第
二
表
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
五
〔
一
二
八
〕
）
、
「
夫
偏
事
二
啓
沃
一
者
、
玄
元
養
生
之
方
難
し
求
、
偏
賞
二
煙
霞
一
者
、
緑
綬
補
衰

●

之
道
易
鯵
閾
」
（
大
江
匡
衡
「
夏
日
陪
左
相
府
耆
閣
同
賦
水
樹
多
佳
趣
応
教
」
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
〔
二
三
二
〕
）
。

○
余
閑
ひ
ま
な
時
間
、
仕
事
の
合
間
。
「
余
閑
愛
二
重
九
之
名
《
秋
菊
盈
レ
園
、
而
持
二
膠
廃
由
《
空
服
二
九
華
《
寄
二
懐
於
言
一
」
（
陶
淵

○
四
朝
四
日
目
の
朝
。

○
暮
月
春
の
終
わ
り
の
月
。
三
月
の
こ
と
。
「
大
業
末
年
春
暮
月
、
柳
色
如
レ
烟
紫
如
レ
雪
」
。
（
「
陪
堤
柳
」
『
白
氏
文
集
』
巻
四
〔
一
六

七
〕
）
、
「
春
之
暮
月
、
月
之
三
朝
、
天
酔
一
干
花
《
桃
李
盛
也
、
我
后
一
日
之
澤
、
万
機
之
余
、
曲
水
難
し
遥
、
遣
塵
雛
し
絶
、
害
二
巴
字
一

而
知
二
地
勢
《
思
二
魏
文
一
以
翫
二
風
流
《
蓋
志
之
所
し
之
、
謹
上
二
小
序
一
」
（
菅
原
道
真
「
三
月
三
日
同
賦
花
時
天
似
酔
応
製
」
『
菅
家
文

草
』
巻
五
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
二
九
五
〕
『
和
漢
朗
詠
集
』
〔
三
九
〕
）
。

○
曲
水
曲
水
の
宴
。
陰
暦
三
月
の
上
巳
に
行
わ
れ
る
。
古
代
中
国
で
膜
祓
の
行
事
が
遊
宴
化
し
た
も
の
。
日
本
で
は
『
日
本
書
紀
』
な

ど
に
記
事
が
見
え
る
が
、
一
時
廃
絶
。
そ
の
後
嵯
峨
天
皇
時
に
再
会
し
た
と
さ
れ
る
。
摂
関
期
な
ど
に
お
い
て
は
宮
中
以
外
の
私
邸
で

も
盛
ん
に
催
さ
れ
て
い
た
。
「
三
日
、
庚
子
、
有
二
曲
水
会
《
（
中
略
）
題
詩
、
式
部
大
輔
出
二
因
流
汎
酒
《
用
し
之
、
申
時
許
天
気
晴
、

水
辺
立
座
、
下
土
居
、
羽
膓
頻
流
、
移
二
唐
家
儀
《
衆
感
懐
」
（
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
三
月
三
日
条
）
。

越
斧
跡
」
（
大
江
以
言
「
七
言
暮
郵

○
艶
陽
晩
春
の
時
節
の
こ
と
。
豆

〔
三
四
四
五
〕
）
、
「
蓋
当
二
曲
水
之

『
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
三
○
八
〕
）
。

以
言
「
七
言
暮
秋
陪
左
相
府
宇
治
別
業
即
事
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
〔
二
七
○
〕
）
。

群
即
の
こ
と
。
「
艶
陽
時
節
又
蹉
鉈
遅
暮
光
陰
複
若
何
」
（
「
春
晩
詠
懐
贈
皇
甫
朗
之
詩
」
。
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
八

「
蓋
当
二
曲
水
之
翌
日
《
翫
一
艶
陽
之
風
光
一
」
（
大
江
匡
衡
「
暮
春
侍
宴
左
丞
相
東
三
条
第
同
賦
渡
水
落
花
舞
応
製
」
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明
「
九
日
間
居
」
）
、
「
聖
上
亦
万
機
余
閑
」
（
大
江
匡
衡
「
七
言
九
月
尽
日
同
賦
送
秋
筆
硯
中
応
製
一
首
」
『
江
吏
部
集
」
巻
上
）
「
我
君

乗
二
万
機
之
余
閑
《
賜
二
一
日
之
栄
宴
一
」
（
大
江
匡
衡
「
七
言
三
月
三
日
同
賦
花
貌
年
年
同
応
製
」
『
江
吏
部
集
」
巻
下
）
。

○
詩
酒
詩
を
作
り
酒
を
飲
む
宴
の
こ
と
。
「
不
し
見
二
詩
酒
客
↓
臥
来
半
月
余
、
合
和
新
藥
草
、
尋
検
旧
方
言
、
晩
蕾
烟
景
度
」
（
「
病
中

逢
秋
招
客
夜
酌
」
「
白
氏
文
集
」
巻
八
〔
三
六
六
〕
）
、
「
笙
歌
夜
月
家
々
思
、
詩
酒
春
風
処
々
情
」
（
菅
原
文
時
「
和
漢
朗
詠
集
」
巻
上

○
銀
黄
金
紫
貴
人
の
こ
と
。
金
印
紫
綬
と
銀
印
黄
綬
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
類
似
の
表
現
と
し
て
は
、
「
金
章
紫
綬
、
応
二
嘉
招
一
而
風

来
、
子
墨
兎
毫
、
蓄
二
秘
思
一
而
霧
集
」
（
大
江
匡
衡
「
暮
秋
陪
左
相
府
害
閣
同
賦
寒
花
為
客
栽
応
教
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
十
一
〔
三
二

四
〕
）
、
「
会
而
連
し
楊
者
、
金
章
紫
綬
之
客
、
唱
而
整
レ
節
者
、
鷆
絃
鳳
管
之
声
」
（
紀
在
昌
「
北
堂
漢
書
寛
宴
詠
史
得
蘇
武
」
『
本
朝
文

粋
」
巻
九
〔
二
六
一
〕
）
、
「
錐
金
紫
銀
黄
之
余
喬
」
（
大
江
匡
房
「
石
清
水
不
断
念
仏
縁
起
」
「
本
朝
文
集
』
巻
五
十
二
）
。

○
攝
珠
履
珠
履
は
珠
で
飾
っ
た
く
つ
。
珠
履
を
ふ
む
と
は
、
高
い
身
分
の
た
と
え
。
「
出
曝
二
珠
履
一
動
以
二
千
百
一
」
（
左
思
「
呉
都
賦
」

『
文
選
』
巻
五
）
、
「
鋤
二
論
文
一
而
移
二
渭
努
《
在
し
座
者
皆
是
暘
二
珠
履
《
鑪
二
砂
磧
一
而
養
二
佳
色
《
来
レ
門
者
莫
レ
不
し
乗
二
錦
車
一
」
（
大
江

匡
衡
「
暮
秋
陪
左
相
府
書
閣
同
賦
寒
花
為
客
栽
応
教
」
「
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
〔
三
二
四
〕
）
。

○
連
楊
こ
し
か
け
を
連
ね
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
人
々
が
居
並
ぶ
こ
と
。
「
澄
膓
満
二
金
雪
雪
連
楊
設
二
華
菌
一
」
（
魏
太
子
「
擬
魏
太
子
鄭

中
集
八
首
第
二
首
」
「
文
選
」
巻
三
十
）
、
前
項
「
銀
黄
金
紫
」
参
照
。

○
揚
江
蓮
峯
揚
子
江
と
現
在
の
映
西
省
に
あ
る
蓮
華
峰
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
宴
会
に
参
加
す
る
文
人
の
こ
と
。
川
は
智
者
、
山
は
仁
者

を
表
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
仁
山
智
水
」
の
項
参
照
。

○
藻
思
詩
文
を
作
る
才
能
。
「
或
藻
思
綺
合
、
渭
麗
芋
眠
」
（
陸
機
「
文
賦
」
『
文
選
」
巻
十
七
）
。
「
其
外
金
張
華
族
之
家
、
風
月
藻
思
之

輩
、
随
二
喜
其
事
《
周
二
旋
此
場
一
者
、
済
々
埠
々
」
（
大
江
以
言
「
七
言
暮
春
施
無
畏
寺
眺
望
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
二
八
四
〕
）
。

「
春
興
」
〔
二
四
〕
）
。
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○
芳
契
す
ば
ら
し
い
春
の
約
束
ご
と
。
こ
こ
で
は
花
や
樹
が
今
年
も
美
し
い
姿
を
見
せ
る
こ
と
。
管
見
の
限
り
用
例
見
あ
た
ら
ず
。
た

だ
し
「
芳
」
を
敬
称
を
為
す
接
頭
語
と
す
る
例
は
多
く
、
他
に
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
、
美
し
い
こ
と
の
接
頭
語
と
し
て
使
用
す
る
例
と

し
て
は
「
芳
規
」
（
「
昌
国
忠
讓
、
人
臣
所
し
無
。
連
兵
五
国
、
済
西
為
し
嘘
。
燕
王
受
レ
間
、
空
間
二
報
聿
見
義
士
糠
慨
、
明
君
斌
閻
。

間
乗
継
し
将
、
芳
規
不
し
楡
。
」
「
楽
毅
列
伝
」
「
史
記
』
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
「
芳
」
が
花
の
か
ぐ
わ
し
い
香
り
を
指
す
こ
と
か
ら
春

○
新
粧
新
た
な
よ
そ
お
い
。
こ
の
年
の
春
の
新
た
な
様
子
。
「
於
是
昼
漏
頻
転
、
新
粧
未
成
」
（
菅
原
道
真
「
早
春
観
賜
宴
宮
人
同
賦
催

四
一
〕
）
、
「
軒
濫
重
重
、
碧
減

朝
文
粋
』
巻
八
〔
二
二
九
〕
）
。

○
三
春
春
三
ヶ
月
の
こ
と
。
一

集
』
巻
五
十
七
〔
二
七
二
二
〕

○
填
門
客
が
門
に
満
ち
る
こ
と
。
「
賓
客
亦
填
レ
門
、
及
レ
廃
、
門
外
可
レ
設
二
爵
羅
一
」
（
『
漢
書
』
巻
五
十
「
鄭
當
時
伝
」
）
。

○
花
藝
花
。
「
栄
聯
花
薑
詩
難
し
和
」
（
「
和
楊
六
尚
書
喜
両
第
漢
公
転
呉
興
、
魯
士
賜
章
服
、
命
寶
開
宴
、
用
慶
恩
栄
、
賦
長
句
見
示
」

『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
七
〔
三
三
七
九
〕
）
。

○
漠
々
広
が
っ
て
い
る
様
子
。
「
楼
観
水
渥
渥
、
龍
潭
花
漠
模
」
（
「
寄
王
質
夫
」
『
白
氏
文
集
』
巻
十
一
〔
五
三
二
〕
）
、
「
官
道
柳
陰
陰
、

行
宮
花
漠
漠
」
（
「
西
行
」
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
三
〔
三
○
一
九
〕
）
、
「
花
香
漠
漠
声
冷
冷
」
（
「
題
香
山
新
経
堂
招
僧
」
『
白
氏
文
集
』

巻
六
十
八
〔
三
四
六
九
〕
）
。
「
春
之
色
、
秋
之
光
。
花
漠
漠
、
月
蒼
蒼
」
（
兼
明
親
王
「
遠
久
良
養
生
方
」
「
本
朝
文
粋
』
巻
一
〔
三
八
〕
）
。

○
重
々
木
々
の
枝
が
重
な
っ
て
い
る
様
子
。
「
溪
嵐
漠
漠
樹
重
重
、
水
樒
山
窓
次
第
逢
」
（
「
題
元
八
渓
居
」
「
白
氏
文
集
」
巻
十
六
〔
九

四
一
〕
）
、
「
軒
濫
重
重
、
碧
波
亭
之
構
不
レ
異
、
池
塘
砂
砂
、
青
草
湖
之
様
相
同
」
（
源
順
「
晩
秋
遊
淳
和
院
同
賦
波
動
水
中
山
」
『
本

装
応
製
」
。
『
本
朝
文
粋
」
巻
九
）
。

戸
一

一

一

一

一

四
己
○

お
こ
と
。
「
惜
レ
逢
二
金
谷
三
春
尺
桑
恨
レ
拝
二
銅
楼
一
月
遅
《
詩
境
忽
来
」
（
「
将
至
東
都
先
寄
令
狐
留
守
」
）
『
白
氏
文

〔
二
七
二
二
〕
）
、
「
三
春
之
初
、
九
重
之
内
」
（
大
江
朝
綱
「
早
春
侍
内
宴
賦
聖
化
万
年
春
応
製
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
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を
表
わ
す
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
は
「
芳
辰
」
（
「
郊
野
遊
行
熱
、
村
園
次
第
過
、
蟇
山
尋
二
渥
澗
《
踞
水
渡
二
伊
河
《
寒
食
青

青
草
、
春
風
讓
悪
波
、
逢
レ
人
共
二
杯
酒
へ
随
し
馬
有
笙
歌
《
勝
事
経
非
し
少
、
芳
辰
過
亦
多
、
還
須
自
知
レ
分
、
不
し
老
擬
如
何
」
「
間

遊
即
事
」
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
六
〔
三
○
三
三
〕
）
な
ど
が
あ
る
。

○
梅
片
梅
の
は
な
び
ら
。
梅
と
柳
の
対
句
は
詩
文
に
お
い
て
多
々
見
ら
れ
る
。
「
波
払
黄
柳
梢
、
風
揺
白
梅
朶
」
（
白
居
易
「
郡
斎
暇
日
、

辱
常
州
陳
郎
中
使
君
、
早
春
晩
坐
水
西
館
書
事
詩
十
六
韻
見
寄
。
亦
以
十
六
韻
酬
之
」
『
白
氏
文
集
」
〔
三
六
二
〕
）
な
ど
白
詩
に
も
あ

り
、
特
に
「
梅
房
小
白
裏
、
柳
彩
軽
黄
染
。
」
（
白
居
易
「
開
元
寺
東
池
早
春
」
『
白
氏
文
集
』
〔
五
五
三
〕
）
は
、
一
連
の
白
居
易
忠
州

赴
任
時
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
朝
に
お
い
て
の
梅
と
柳
の
対
に
関
し
て
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
等
で
も
春
の
風
物
と
し
て
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
。
「
至
二
干
彼
東
岸
西
岸
之
柳
、
遅
遅
不
し
同
、
南
枝
北
枝
之
梅
、
開
落
已
異
〈
不
二
是
春
王
之
有
蕨
私
、
誠
任
二
陰
士
之
自

然
一
也
」
（
慶
滋
保
胤
「
早
春
同
賦
舂
生
逐
地
形
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
八
〔
二
一
七
〕
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
「
早
春
」
〔
十
一
〕
）
、
「
白

片
落
梅
浮
二
墹
水
《
黄
梢
新
柳
出
二
城
培
一
」
（
白
居
易
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
「
梅
」
〔
八
七
〕
）
、
「
梅
花
帯
し
雪
飛
二
琴
上
《
柳
色
和
し
煙

入
二
酒
中
一
」
（
章
孝
標
「
和
漢
朗
詠
集
」
巻
上
「
梅
」
〔
八
八
〕
）
。

○
嶺
頭
山
の
上
。
「
回
日
眼
明
河
畔
草
、
去
時
腸
断
嶺
頭
花
。
」
（
許
潭
「
南
海
府
罷
帰
口
経
大
庚
嶺
贈
張
明
府
」
『
全
唐
詩
」
）
。
な
お
嶺

の
上
の
梅
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
、
上
記
詩
の
と
お
り
、
大
庚
嶺
の
梅
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
「
青
絲
鰺
出
陶
門
柳
、
白
玉
装
成
庚
嶺

梅
」
（
大
江
朝
綱
『
和
漢
朗
詠
集
」
巻
上
「
梅
」
〔
九
○
〕
）
、
「
五
嶺
蒼
々
雲
往
来
、
但
憐
大
庚
万
株
梅
」
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
「
梅
」

〔
九
一
〕
）
、
「
大
庚
嶺
之
梅
早
落
、
誰
問
二
粉
粧
《
匡
盧
山
之
杏
未
し
開
、
豈
越
二
紅
艶
一
」
（
大
江
維
時
『
和
漢
朗
詠
集
」
巻
上
「
柳
」
〔
一

○
六
〕
）
は
そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
『
江
談
抄
』
で
は
「
五
嶺
蒼
々
雲
往
来
、
但
憐
大
庚
万
株
梅
」
を
菅
原
文
時
の
「
天
暦
十
年
内
裏

御
屏
風
詩
」
と
し
た
上
で
、
「
広
州
山
中
嶺
有
し
五
、
其
一
在
二
大
庚
↓
嶺
上
多
二
梅
樹
聿
南
枝
先
花
開
」
と
説
く
。

○
柳
條
柳
の
枝
。
「
曲
江
柳
条
漸
無
↓
力
、
杏
園
伯
労
初
有
し
声
、
可
し
憐
春
浅
遊
人
少
、
好
傍
二
池
辺
一
下
し
馬
行
」
（
「
曲
江
早
春
」
『
白
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○
紅
桃
桃
の
花
。
桃
の
咲
く
仙
郷
の
モ
チ
ー
フ
は
、
陶
淵
明
『
桃
花
源
記
』
の
ほ
か
『
漢
武
内
伝
』
他
の
一
連
の
西
王
母
伝
説
に
あ
る
。

「
奇
し
犬
吠
レ
花
、
声
流
二
於
紅
桃
之
浦
↓
驚
レ
風
振
レ
葉
、
香
分
二
紫
桂
之
林
一
」
（
都
良
香
「
神
仙
策
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
三
〔
七
○
〕
、

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
仙
家
附
道
士
隠
倫
」
〔
五
四
四
〕
）
。

○
三
千
三
千
年
。
崖
南
山
の
西
王
母
の
桃
は
三
千
年
に
一
度
実
を
結
ぶ
。
「
王
母
種
し
桃
三
千
歳
一
子
」
（
『
初
学
記
』
巻
二
十
八
「
桃
」
）
。

○
同
情

○
仙
都

一
）
○

○
岸
脚
川
の
岸
辺
。
「
至
彼
献
酬
之
浅
深
任
波
心
、
巡
行
之
遅
速
経
岸
脚
」
（
大
江
匡
衡
「
三
月
三
日
陪
左
相
府
曲
水
宴
同
賦
因
流
だ
」

『
本
朝
文
粋
』
巻
八
〔
二
一
九
〕
）
。
柳
は
多
く
水
辺
に
生
え
る
と
さ
れ
そ
の
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
は
多
い
。
「
至
二
子
彼
東
岸
西
岸
之
柳
、

遅
遅
不
し
同
、
南
枝
北
枝
之
梅
、
開
落
已
異
《
不
二
是
春
王
之
有
穆
私
、
誠
任
二
陰
士
之
自
然
一
也
」
（
慶
滋
保
胤
「
早
春
同
賦
春
生
逐
地

形
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
〔
一
二
七
〕
）
。

○
南
山
之
寿
長
寿
の
こ
と
。
南
山
は
終
南
山
の
こ
と
。
「
如
一
月
之
恒
《
如
二
日
之
升
↓
如
二
南
山
之
寿
《
不
し
篝
不
レ
崩
」
（
『
詩
経
』
「
小

雅
」
「
天
保
」
）
。
東
海
之
塵
項
参
照
。

○
東
海
之
塵
永
遠
の
時
間
。
東
海
は
不
変
の
た
と
え
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
。
「
南
山
雛
し
篝
、
東
海
錐
し
変
」
（
大
江
匡
房
「
石
清
水

不
断
念
仏
縁
起
」
『
本
朝
文
集
』
巻
五
十
二
）
。
東
海
は
春
秋
時
代
の
斉
を
指
す
こ
と
も
多
い
。
「
太
公
辞
し
村
、
居
二
東
海
之
浜
聿
聞
二
文

王
一
作
し
興
、
日
、
壺
帰
乎
来
。
吾
聞
、
西
伯
善
養
レ
老
者
。
天
下
有
善
養
レ
老
、
則
仁
人
以
為
二
己
帰
一
美
」
（
『
孟
子
』
「
尽
心
章
句
上
」
）

に
あ
る
太
公
は
、
太
公
望
禺
尚
の
こ
と
。
老
齢
に
達
し
て
か
ら
文
王
に
仕
え
、
斉
に
封
じ
ら
れ
た
。

○
同
情
同
じ
思
い
、
同
じ
心
。
「
異
類
」
の
項
参
照
。

○
仙
都
仙
人
の
よ
う
な
人
々
が
い
る
場
所
。
「
捗
降
信
宿
迄
干
仙
都
、
隻
閾
雲
疎
以
來
路
。
」
（
孫
興
公
「
遊
天
台
山
賦
」
『
文
選
』
巻
十

氏
文
集
』
巻
十
四
〔
七
一
七
〕
）
。
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○
春
霞
春
に
立
つ
か
す
み
。
仙
境
に
か
か
る
霞
。
「
春
霞
数
行
、
尋
二
桃
源
一
而
燭
遥
。
秋
露
一
団
、
酌
二
菊
水
一
而
齢
遠
」
（
大
江
匡
衡

「
寿
考
対
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
三
〔
八
二
〕
）
。
但
し
、
『
桃
花
源
記
』
な
ど
の
記
述
に
は
霞
の
か
か
る
仙
境
の
直
接
的
表
現
は
見
あ
た

ら
な
い
。
春
霞
と
い
う
語
に
関
し
て
も
、
特
に
中
国
の
唐
代
ま
で
の
漢
詩
文
に
は
、
用
例
は
極
め
て
少
な
い
。

○
異
類
珍
し
い
も
の
。
異
な
っ
た
種
類
の
人
や
も
の
。
多
く
夷
狄
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
。
「
自
二
従
初
降
《
以
至
二
今
日
↓
身
之

窮
し
困
、
独
坐
愁
苦
、
終
日
無
し
観
、
但
見
二
異
類
一
」
（
李
陵
「
答
蘇
武
書
」
『
文
選
』
）
。
こ
の
用
例
と
同
じ
用
法
と
し
て
、
「
同
李
陵
之

入
し
胡
、
但
見
二
異
類
一
」
（
「
鶴
処
鶏
群
賦
」
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
鶴
」
〔
四
四
四
〕
）
が
あ
る
。
た
だ
し
「
百
薬
灌
叢
寒
卉
冬
馥
。

異
類
衆
謬
、
干
何
不
し
育
」
（
左
思
「
蜀
都
賦
」
『
文
選
』
巻
四
）
で
は
珍
し
い
草
々
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
江
匡
衡

に
「
衆
芸
皆
置
二
異
類
之
外
一
」
（
大
江
匡
衡
「
初
冬
於
都
督
大
王
書
斎
同
賦
唯
以
詩
為
友
応
教
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
〔
二
六
八
〕
）
の

用
例
が
あ
る
。
以
下
に
こ
の
詩
序
の
題
目
・
破
題
部
を
挙
げ
る
と
「
方
今
、
以
レ
詩
為
し
友
、
以
レ
道
為
し
交
。
六
義
互
鋪
同
心
之
中
、
衆

芸
皆
置
異
類
之
外
」
と
あ
り
、
「
同
心
」
と
「
異
類
」
の
対
な
ど
、
本
詩
序
の
本
文
と
の
近
似
が
指
摘
で
き
る
。
匡
衡
詩
序
で
の
「
同

心
」
は
詩
の
六
義
を
尊
ぶ
人
、
「
異
類
」
は
詩
以
外
の
諸
芸
を
行
う
人
と
い
う
意
味
に
な
る
。

○
勝
地
す
ば
ら
し
い
景
色
の
土
地
。
「
乱
峯
深
処
雲
居
路
、
共
踏
レ
花
行
濁
惜
レ
春
、
勝
地
本
来
無
二
定
主
一
」
（
「
遊
雲
居
寺
贈
穆
三
十
六

地
主
」
『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
〔
六
四
四
〕
）
、
「
復
離
し
得
二
其
人
一
、
而
若
し
不
し
遊
一
勝
地
一
、
則
似
レ
無
二
風
月
之
媒
一
」
（
源
順
「
暮
春
陪

上
州
大
王
池
亭
同
賦
渡
水
落
花
来
各
分
一
字
応
教
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
十
〔
三
○
七
〕
）
。

○
白
鶴
白
い
鶴
。
「
神
仙
伝
』
な
ど
で
し
ば
し
ば
仙
人
の
乗
り
物
と
し
て
現
れ
る
他
、
仙
山
の
頂
を
飛
ぶ
な
ど
す
る
。
「
千
歳
之
鵺
、
随

』
時
而
鳴
、
能
登
二
於
木
↓
其
未
二
千
載
一
者
、
終
不
し
集
二
於
樹
上
一
也
」
（
『
抱
朴
子
」
「
内
篇
対
俗
巻
三
」
）
に
あ
る
よ
う
に
、
千
年
生

き
た
鶴
は
松
に
と
ま
る
と
さ
れ
、
松
と
鶴
の
組
み
合
わ
せ
が
長
寿
の
意
を
表
す
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
鶴
が
長
寿
を
表
す
よ
う
に
な
っ

た
の
は
唐
代
以
降
の
比
較
的
新
し
い
概
念
で
あ
る
。
『
詩
経
」
の
「
鶴
鳴
」
な
ど
に
お
い
て
は
、
鶴
は
鳴
き
声
に
特
徴
の
あ
る
も
の
と
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○
勾
曲
句
曲
山
の
こ
と
。
仙
人
が
集
う
山
。
茅
君
之
山
・
茅
山
と
も
呼
ば
れ
る
「
太
元
真
人
東
獄
上
卿
司
命
真
君
伝
」
に
よ
る
と
、
仙

人
に
な
っ
た
茅
家
の
兄
と
そ
の
弟
が
三
月
六
日
に
出
会
っ
て
い
る
。
「
先
句
曲
之
会
三
朝
、
洞
花
欲
し
落
」
（
紀
斉
名
「
七
言
暮
春
勧
学

会
聴
講
法
華
経
同
賦
摂
念
山
林
」
「
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
二
七
八
〕
『
和
漢
朗
詠
集
』
〔
五
九
四
〕
）
。
「
擬
勝
燭
二
干
句
曲
一
」
（
大
江
匡
衡

「
初
冬
於
都
督
大
王
書
斎
同
賦
唯
以
詩
為
友
応
教
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
〔
二
六
八
〕
）
。

○
暁
露
朝
露
。
「
花
在
一
舞
楼
空
《
年
年
依
二
旧
紅
↓
涙
光
停
二
暁
露
《
愁
態
掎
二
春
風
ご
（
許
潭
「
金
谷
桃
花
」
『
全
唐
詩
』
）
。
な
お

「
暁
露
を
占
め
る
白
鶴
」
と
は
「
風
土
記
日
、
鳴
鶴
戒
し
露
。
此
烏
性
警
。
至
二
八
月
一
白
露
降
、
流
二
於
草
上
↓
滴
滴
有
し
声
、
因
即
高

鳴
相
警
。
移
徒
所
し
宿
処
、
盧
有
二
変
害
一
也
」
（
「
芸
文
類
聚
』
巻
九
十
烏
部
上
）
な
ど
鶴
の
性
質
に
よ
る
逸
話
が
あ
り
、
日
本
漢
文
に

お
い
て
も
、
「
至
レ
如
一
夫
花
帯
し
露
今
増
し
鮮
、
露
滴
し
花
今
警
杉
鶴
、
露
未
二
凝
一
星
乗
し
衛
之
霜
栩
不
し
閑
、
花
転
流
離
、
濯
レ
蜀
之
錦
文

空
褥
」
（
源
順
「
秋
日
遊
白
河
院
同
賦
秋
花
逐
露
開
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
十
一
〔
三
二
三
〕
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
逸
話
で
あ
る
。
ま
た
藤

さ
れ
（
た
だ
し
こ
こ
で
の
鵺
は
君
子
の
象
徴
）
、
仙
禽
と
さ
れ
る
の
は
前
掲
の
『
神
仙
伝
』
他
『
列
仙
伝
』
等
見
ら
れ
る
。
長
寿
の
鶴

と
松
の
モ
チ
ー
フ
は
唐
代
の
詩
よ
り
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
「
松
枝
上
鶴
著
下
亀
。
千
年
不
似
死
価
無
し
病
。
」
（
「
和
雨
中
花
」
『
白
氏
文

集
』
巻
〔
一
三
六
八
〕
）
、
「
看
し
院
祗
留
双
白
鶴
、
入
し
門
唯
見
一
青
松
」
（
「
尋
郭
道
士
不
遇
」
『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
〔
一
○
一
九
〕
）
。

日
本
の
和
歌
で
も
「
古
今
集
」
に
「
鶴
亀
も
ち
と
せ
の
後
は
知
ら
な
く
に
あ
か
ぬ
こ
こ
ろ
に
ま
か
せ
て
は
て
ぬ
」
〔
三
五
五
〕
の
用
例

な
ど
が
あ
る
が
、
多
く
は
屏
風
歌
で
あ
り
、
長
寿
の
表
象
と
さ
れ
る
の
は
平
安
後
期
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
松
と
鵺
を
長
寿
の
モ

チ
ー
フ
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
佐
藤
義
弘
「
中
国
吉
祥
物
考
（
一
）
ｌ
松
に
鶴
」
（
『
文
芸
論
叢
」
四
十
六
号
一
九
九
六
年
）
、

拙
稿
「
吉
祥
考
ｌ
平
安
時
代
後
期
の
「
松
」
ｌ
」
（
『
創
る
。
訪
ね
る
・
見
る
文
化
創
成
の
場
と
し
て
の
名
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
論

集
」
平
成
十
七
年
度
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
総
合
日
本
文
化
研
究
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
成
果
報
告
書

二
○
○
七
年
）
に
論
が
あ
る
。
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原
雅
材
の
「
五
言
仲
春
釈
重
聴
講
毛
詩
同
賦
鵺
鳴
九
皐
」
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
〔
三
三
七
〕
）
は
『
詩
経
』
「
小
雅
」
「
鴻
雁
鶴
鳴
」

を
承
け
る
詩
序
で
あ
り
、
そ
の
一
節
に
は
鶴
と
暁
露
の
関
連
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
仙
境
と
鶴
の
関
連
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
部
分

を
挙
げ
る
と
「
観
夫
陽
烏
標
し
奇
、
霊
禽
抜
レ
俗
。
志
在
二
千
里
《
凌
二
蓼
廓
一
而
非
修
遥
、
声
鳴
二
九
皐
へ
徹
二
窃
冥
一
而
漸
間
。
望
二
廻
翔

於
蓬
島
↓
霞
快
未
し
逢
、
思
二
控
駅
於
茄
山
《
霜
毛
徒
老
。
華
池
殊
二
其
飲
啄
《
紫
府
隔
以
二
封
彊
聿
好
音
弥
清
、
猶
譽
二
涼
秋
之
暁
露
《

幽
咽
不
し
罷
、
豈
潜
一
暗
夜
之
陰
雲
一
」
と
あ
り
、
「
求
二
異
類
於
勝
地
気
白
鶴
占
二
勾
曲
之
暁
露
一
」
部
分
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

○
孫
弘
漢
の
公
孫
弘
の
こ
と
。
武
帝
に
仕
え
た
。
晩
学
に
し
て
、
慎
み
深
い
人
物
と
し
て
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
一
に
源
英
明
が
「
孫
弘

布
被
賦
」
を
な
し
て
い
る
。
『
漢
書
』
列
伝
巻
二
十
八
に
伝
が
あ
る
。

○
顧
雍
三
国
時
代
の
呉
の
宰
相
。
孫
権
に
用
い
ら
れ
た
。
「
政
事
則
顧
雍
、
播
溶
、
呂
範
、
呂
岱
。
以
器
任
二
幹
職
一
」
（
陸
士
衡
「
弁

亡
論
上
下
二
首
」
『
文
選
』
巻
五
十
三
）
。

○
翅
材
館
漢
代
の
建
物
。
才
能
の
あ
る
人
を
招
致
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
「
西
京
雑
記
云
、
公
孫
弘
自
以
布
衣
為
し
相
。
乃

開
二
東
閤
一
営
二
客
館
一
以
招
一
天
下
之
士
圭
其
外
日
、
欽
賢
館
以
待
二
大
賢
↓
麹
材
館
以
待
二
大
館
一
」
（
『
太
平
御
覧
』
巻
百
九
十
四
）
。

○
通
賢
橋
賢
人
に
通
じ
る
橋
。
顧
雍
の
自
宅
の
前
に
か
か
る
橋
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
蘇
州
志
」
に
見
え
る
。
「
蘇
州
志
日
、
通
賢
橋
、

東
有
呉
丞
相
顧
雍
宅
」
（
『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
五
）
。
な
お
、
こ
の
隔
句
対
部
に
は
現
存
資
料
で
は
『
太
平
御
覧
』
に
見
ら
れ
る
侠
文

の
記
事
か
ら
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
匡
房
が
『
太
平
御
覧
』
を
手
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
現
在
は
否
定
さ

れ
て
い
る
。
相
田
満
氏
な
ど
に
よ
る
と
、
『
太
平
御
覧
」
に
先
立
っ
て
渡
来
し
て
い
た
類
書
と
し
て
、
現
在
供
書
と
な
っ
て
い
る
『
修

文
殿
御
覧
』
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
と
あ
り
、
匡
房
の
参
考
し
た
も
の
も
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
。
詳
し
く
は
相
田
氏
「
『
枕
草
子
』
漢

故
事
考
ｌ
『
蒙
求
』
故
事
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
ｌ
」
（
『
東
洋
文
化
』
復
刊
七
十
五
号
一
九
九
五
年
）
参
照
。

○
江
左
之
雲
揚
子
江
下
流
の
南
岸
の
地
一
帯
を
指
す
。
今
の
江
蘇
省
。
多
く
の
宰
相
を
輩
出
し
て
い
る
地
。
「
雛
下
彼
公
子
王
孫
之
理
二
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詔
蝉
↓
賢
士
大
夫
之
如
中
松
竹
昼
而
猶
当
二
青
眼
一
者
、
皆
是
朧
右
江
左
之
才
、
揮
二
玄
翰
一
者
、
本
無
二
場
し
藻
敷
レ
雲
之
文
一
」
（
紀
斉
名

「
三
月
尽
同
賦
林
亭
春
已
晩
各
分
一
宇
応
教
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
〔
二
二
○
〕
）
。

○
堯
舜
伝
説
上
の
聖
王
。
「
何
則
堯
舜
之
民
、
以
一
堯
舜
之
心
二
為
し
心
、
禺
湯
之
国
、
以
二
禺
湯
之
盧
一
為
し
盧
」
（
大
江
朝
綱
「
論
運
命

対
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
三
〔
七
八
〕
）
。

○
社
櫻
之
臣
国
家
の
重
臣
。
社
は
土
地
の
神
、
稜
は
五
穀
の
神
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
社
穰
は
国
家
の
意
。
「
是
社
穣
之
臣
也
、
何
以

伐
為
」
（
『
論
語
』
「
季
子
」
）
、
「
逮
子
下
洛
陽
帝
里
、
劉
嬰
暫
拠
二
宮
城
《
建
武
王
春
、
更
始
纒
楡
中
甲
子
心
遂
撫
二
運
於
堯
胤
《
垂
二
徳
於

火
方
《
静
二
我
風
壼
蚕
安
二
我
社
稜
一
者
、
斯
乃
光
武
中
興
之
主
也
」
（
菅
原
道
真
「
八
月
十
五
日
厳
閤
尚
書
授
後
漢
書
畢
各
詠
史
得
黄

憲
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
〔
二
六
三
〕
）
。

○
人
間
世
間
。
「
吾
安
能
棄
二
南
面
王
楽
《
而
復
為
二
人
間
之
労
一
乎
」
（
『
荘
子
』
「
至
楽
」
）
、
「
人
間
之
芳
非
欲
し
尽
、
象
外
之
風
煙
猶
濃
」

（
菅
原
文
時
「
暮
春
侍
宴
冷
泉
院
池
亭
同
賦
花
光
水
上
浮
応
製
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
〔
三
○
○
〕
）
「
此
花
非
二
是
人
間
種
《
瓊
樹
枝
頭

第
二
花
」
（
大
江
朝
綱
「
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
親
王
付
王
孫
」
〔
六
七
一
〕
）
。

○
皇
后
白
河
天
皇
の
中
宮
、
藤
原
賢
子
。
父
は
源
顕
房
。
師
実
の
養
女
。
白
河
天
皇
東
宮
時
よ
り
入
内
し
、
承
保
元
年
（
一
○
七
四
）

立
后
。
白
河
天
皇
最
愛
の
后
と
い
わ
れ
る
。
善
仁
親
王
の
母
。

○
皇
子
善
仁
親
王
。
後
の
堀
河
天
皇
。
承
暦
三
年
（
一
○
七
九
）
誕
生
。
同
年
親
王
宣
下
。
立
太
子
は
応
徳
三
年
（
一
○
八
六
）
。

○
政
化
政
治
と
教
化
。
国
を
治
め
る
こ
と
。
「
湛
錐
し
在
し
倉
卒
、
造
次
必
於
二
文
徳
《
以
為
二
礼
楽
政
化
之
首
《
顛
浦
猶
し
不
し
可
レ
違
」

（
「
後
漢
書
』
第
二
十
六
巻
「
伏
湛
伝
」
）
、
「
右
匡
衡
、
伏
見
二
当
時
之
政
化
４
莫
レ
不
二
延
喜
之
旧
風
一
」
（
大
江
匡
衡
「
請
徳
蒙
天
恩
因

准
先
例
兼
任
備
中
介
閾
状
」
「
本
朝
文
粋
」
巻
六
〔
一
六
二
〕
）
。

○
舗
散
飾
り
。
天
子
の
着
る
礼
服
の
縫
い
取
り
。
し
ば
し
ば
文
章
の
た
と
え
に
使
わ
れ
る
。
「
縮
撒
文
章
、
必
以
法
故
、
無
二
或
差
貸
一
」
。
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○
学
校
大
学
寮
の
こ
と
。
「
設
為
痒
序
学
校
以
教
し
之
。
痒
者
養
也
、
校
者
教
也
、
序
者
射
也
」
（
『
孟
子
」
「
滕
文
公
上
」
）
、
「
唯
欲
』

令
三
天
下
海
外
知
二
学
校
不
し
廃
、
文
章
見
亡
重
美
」
（
大
江
匡
衡
「
請
特
蒙
鴻
慈
因
准
先
例
兼
任
弁
官
左
右
衛
門
権
佐
大
学
頭
等
申
他
官

替
状
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
六
〔
一
六
○
〕
）
。

○
礼
楽
国
家
を
治
め
る
根
本
原
理
。
「
礼
也
者
、
反
三
其
所
二
自
生
や
楽
也
者
、
楽
一
其
所
自
成
工
是
故
先
王
之
制
礼
也
以
節
レ
事
、
修
楽

以
道
志
。
故
観
其
礼
楽
、
而
治
乱
可
レ
知
也
」
（
「
礼
記
』
「
礼
器
」
）
「
導
之
以
礼
楽
、
而
民
和
睦
」
（
『
孝
経
』
「
三
才
章
第
八
」
）
。

「
詩
書
仁
義
之
路
、
照
然
就
レ
曰
、
礼
楽
儒
雅
之
林
、
摩
風
向
し
風
」
（
大
江
匡
衡
「
請
特
蒙
鴻
慈
因
准
先
例
兼
任
弁
官
左
右
衛
門
権
佐

大
学
頭
等
申
他
官
替
状
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
六
〔
一
六
○
〕
）
「
文
章
昌
則
主
寿
、
礼
楽
興
則
世
治
」
（
大
江
匡
衡
「
七
言
九
月
尽
日
同
賦

送
秋
筆
硯
中
応
製
一
首
」
『
江
吏
部
集
』
巻
上
）
。

○
枢
機
中
心
と
な
る
も
の
。
「
言
行
、
君
子
之
枢
機
、
枢
機
之
発
、
栄
辱
之
主
也
」
（
『
易
経
』
「
繋
辞
上
」
）
、
「
文
章
織
出
、
為
二
百
家

之
枢
機
壬
道
徳
螢
成
、
為
二
九
流
之
亀
鏡
一
」
（
大
江
挙
周
「
弁
耆
儒
対
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
三
〔
九
○
〕
）
。

紺
○
鐘
漏
時
間
、
時
刻
。
「
渚
宮
東
面
煙
波
冷
、
浴
殿
西
頭
鐘
漏
深
」
（
「
八
月
十
五
日
夜
禁
中
独
直
対
月
憶
」
『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
）
、

序詩
「
出
二
城
門
一
尽
二
鐘
漏
《
易
経
好
し
謂
者
為
し
誰
」
（
菅
原
輔
正
「
弁
耆
儒
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
三
）
。

Ｊ僻
○
絲
竹
楽
器
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
特
に
そ
れ
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
る
音
楽
の
こ
と
。
「
徳
者
性
之
端
也
、
楽
者
徳
之
華
也
、
金
石
絲
竹
、

槻
楽
之
器
也
。
」
（
『
礼
記
』
「
楽
記
」
）
、
「
冠
蓋
如
レ
雲
、
絲
竹
終
日
」
（
大
江
匡
衡
「
七
一
言
冬
日
陪
東
宮
聴
第
一
皇
孫
初
読
御
注
孝
経
応
令

花副
詩
一
首
」
「
本
朝
文
粋
』
巻
九
三
五
八
〕
）
。

碓
○
恩
渥
厚
い
め
ぐ
み
。
「
臣
被
蒙
惠
渥
《
数
見
訪
逮
」
（
「
察
碓
邑
伝
」
『
後
漢
書
」
列
伝
巻
五
十
下
）
。
た
だ
し
諸
本
「
恩
涯
」
に
作
る

大

も
の
が
多
い
。
「
本
朝
文
粋
』
な
ど
に
は
「
恩
渥
」
の
用
例
は
見
ら
れ
ず
、
「
恩
涯
」
の
例
の
み
あ
る
。
な
お
「
恩
涯
」
は
恩
を
受
け
る

（
『
礼
記
』
「
月
令
」
）
。
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以
下
に
当
詩
序
の
語
彙
の
選
択
に
関
す
る
傾
向
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
。

詩
序
と
い
う
形
式
の
文
体
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、
詩
題
の
展
開
部
で
あ
る
。
詩
序
の
作
成
法
に
つ
い
て
の
研
究
は
佐
藤

道
生
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
詩
序
を
大
き
く
わ
け
る
と
三
つ
に
分
か
れ
る
と
さ
れ
る
。
第
一
段
で
は
、
会
合
の
基
本
事

○
蒲
伏
飼
詞
に
同
じ
。
腹
ぱ
う
こ
と
。
力
を
こ
め
る
こ
と
。
「
衆
辱
レ
之
日
、
信
能
死
刺
し
我
、
不
し
能
死
出
一
我
袴
下
↓
於
レ
是
信
熟
二
視

之
《
挽
出
二
袴
下
一
蒲
伏
。
一
市
人
皆
笑
し
信
、
以
為
レ
怯
」
（
「
准
陰
侯
伝
」
『
史
記
』
列
伝
巻
三
十
二
）
。

○
松
容
従
容
に
同
じ
。
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
。
「
予
鑿
レ
玉
為
し
佃
。
子
曳
レ
繍
為
レ
衣
。
従
二
容
香
烟
下
一
」
（
「
昔
与
微
之
在
朝
日
、

同
蓄
休
退
心
。
造
今
十
年
、
倫
落
老
大
、
迫
尋
前
約
、
且
結
後
期
」
『
白
氏
文
集
』
巻
七
）
。
「
酌
二
菊
酒
一
以
緒
レ
面
、
候
二
松
容
一
以
櫨
レ
懐
」

（
大
江
匡
衡
「
九
日
侍
宴
清
涼
殿
同
賦
菊
是
花
聖
賢
応
製
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
〔
三
二
八
〕
）
。

○
詞
花
す
ぐ
れ
た
詩
文
。
「
侍
中
悦
晋
太
守
宏
性
静
詞
華
図
書
掌
七
閣
之
秘
学
」
（
「
漢
書
』
序
）
、
「
連
一
賓
楊
於
林
頭
《
尽
整
一
詞
華
之

冠
己
。
（
大
江
匡
衡
「
三
月
三
日
陪
左
相
府
曲
水
宴
同
賦
因
流
だ
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
〔
一
二
九
〕
）
「
酌
菊
酒
以
潴
面
、
候
松
容
以

櫨
懐
（
大
江
匡
衡
「
九
日
侍
宴
清
涼
殿
同
賦
菊
是
花
聖
賢
応
製
」
『
本
朝
文
粋
」
巻
十
一
〔
三
二
八
〕
）
。

○
蕪
篇
た
い
し
た
こ
と
の
な
い
詩
篇
。
類
似
の
表
現
と
し
て
は
「
蕪
辞
籠
悲
班
扇
」
（
謝
暉
「
和
王
主
簿
怨
情
」
『
文
選
』
巻
三
十
）
、

「
学
拙
官
冷
、
愁
献
蕪
詞
」
（
源
順
「
夏
日
陪
右
親
衛
源
将
軍
初
読
論
語
各
分
一
字
」
〔
二
五
九
〕
）
。

立
場
。
「
忽
望
二

五
〔
一
二
四
〕
）
。

「
忽
望
二
籠
樹
一
、
暹
邇
眼
驚
、
独
立
恩
涯
、
進
退
股
懐
」
。
（
菅
原
文
時
「
為
富
小
路
右
大
臣
辞
職
第
一
表
」
『
本
朝
文
粋
』
巻

六
、
お
わ
り
に
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大江匡房「花樹契逼年」詩序訳注

項
、
誰
が
何
時
、
何
処
で
、
何
故
、
如
何
な
る
詩
宴
を
催
し
た
か
を
描
く
。
第
二
段
は
「
題
目
」
「
破
題
」
「
本
文
」
を
含
む
部
分
で
あ
り
、

詩
題
を
読
み
込
む
、
詩
序
の
中
心
と
な
る
。
最
後
の
第
三
段
で
は
、
披
講
の
時
Ⅱ
宴
の
終
わ
り
を
告
げ
、
序
者
が
謙
辞
を
述
べ
る
（
「
詩

序
と
句
題
詩
」
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
二
○
○
三
年
笠
間
書
院
）
。
当
詩
序
で
詩
序
の
中
心
は
第
三
段
落
に
あ
た
る
。
こ
こ

で
詩
題
を
巧
み
に
展
開
し
て
み
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
序
者
と
し
て
の
面
目
を
大
い
に
保
つ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

た
だ
し
、
一
般
に
、
詩
序
を
為
す
こ
と
が
そ
の
詩
会
に
お
け
る
い
わ
ば
代
表
と
も
い
う
べ
き
仕
事
で
あ
る
ゆ
え
に
、
序
者
た
る
こ
と
自

体
が
誉
で
あ
り
、
当
然
序
者
は
、
己
の
知
識
と
技
術
を
尽
く
し
て
詩
序
の
作
成
に
あ
た
る
。
そ
の
た
め
、
優
秀
な
文
学
者
が
為
し
た
場
合
、

詩
序
全
体
に
技
巧
を
凝
ら
し
た
作
品
が
出
来
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
結
果
と
し
て
難
解
な
作
品
と
も
な
る
。

大
江
匡
房
の
作
品
は
、
豊
富
な
知
識
と
技
巧
ゆ
え
に
、
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
当
然
、
匡
房
の
詩
序

は
そ
の
中
で
も
文
体
と
し
て
の
性
格
と
、
そ
し
て
披
露
さ
れ
る
場
に
よ
る
性
格
と
が
相
俟
っ
て
、
さ
ら
に
難
解
な
も
の
に
な
る
と
い
う
こ

と
も
起
こ
り
う
る
。
だ
が
、
詩
序
が
公
に
お
い
て
披
露
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
参
会
者
に
ま
っ
た
く
理
解
さ
れ
得
な
い
も
の
は

当
詩
序
に
於
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
、
「
本
朝
文
粋
』
の
使
用
と
い
う
形
で
解
消
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
匡

房
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
盛
ん
に
大
江
家
の
文
藻
を
取
り
込
む
こ
と
な
ど
か
ら
、
江
家
文
学
の
継
承
と
い
う
側
面
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
当
詩
序
に
お
い
て
も
、
大
江
家
の
先
人
の
作
を
踏
ま
え
て
為
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
多
い
。
例
え
ば
、
「
訪
二

同
情
於
仙
都
《
則
紅
桃
開
二
三
千
之
春
霞
《
求
一
異
類
於
勝
地
《
亦
白
鶴
占
二
勾
曲
之
暁
露
一
」
の
箇
所
な
ど
は
曾
祖
父
匡
衡
の
作
を
踏
ま
え

て
い
る
。
だ
が
当
詩
序
で
は
、
大
江
家
の
祖
先
以
外
の
先
人
の
作
も
相
当
に
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
「
風
景
春
濃
、

泉
石
秋
冷
」
の
部
分
は
菅
原
輔
昭
の
詩
序
を
、
「
銀
黄
金
紫
、
踊
二
珠
履
一
而
連
レ
楊
」
の
部
分
は
紀
在
昌
の
詩
序
を
、
先
に
挙
げ
た
匡
衡
詩

序
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
「
白
鶴
占
二
勾
曲
之
暁
露
一
」
と
い
う
部
分
は
、
さ
ら
に
藤
原
雅
材
の
作
も
参
照
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

作
ら
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
当
詩
序
で
は
日
本
漢
文
の
精
華
を
多
く
取
り
込
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
個
別
に
匡
房
の
手
元
に
存
し
た
と
考
え
る
よ

り
、
当
時
す
で
に
完
成
し
て
流
布
し
て
い
た
『
本
朝
文
粋
』
を
参
照
し
た
と
す
る
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
本
朝
文
粋
』
は
、
匡

房
に
先
立
っ
て
活
躍
し
た
文
学
者
、
藤
原
明
衡
の
編
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
明
衡
が
『
本
朝
文
粋
』
を
編
纂
し
た
意
図
と
し
て
は
、
一
般

に
文
章
作
成
に
際
し
て
の
手
本
集
を
成
す
た
め
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
大
曾
根
章
介
氏
は
、
こ
の
書
の
後
世
代
の
文
学
へ
の
影

響
は
多
方
面
に
わ
た
る
も
の
と
し
、
「
本
書
の
秀
句
が
賞
翫
さ
れ
て
多
く
の
作
品
に
引
用
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
（
「
解

説
」
『
本
朝
文
粋
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
十
七
一
九
九
二
年
岩
波
書
店
）
。
明
衡
は
藤
原
式
家
の
出
身
で
あ
り
、
菅
江
家
の
よ
う

な
累
代
の
儒
者
で
は
な
い
。
つ
ま
り
明
衡
は
、
た
と
え
ば
匡
房
の
よ
う
に
、
自
ら
の
祖
先
の
文
藻
を
参
考
に
し
て
文
書
を
作
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
明
衡
と
同
じ
新
興
の
儒
者
達
が
活
躍
し
て
い
っ
た
の
が
、
こ
の
平
安
後
期
で
あ
る
。
大
曾
根
氏
が
「
本
耆
の

内
容
か
ら
推
し
て
多
分
に
実
用
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
の
背
後
に
は
多
く
の
人
々
が
本
書
の
出
現
を
待
ち
望
ん

で
い
た
と
想
像
さ
れ
、
そ
の
成
立
に
は
時
代
の
趨
勢
や
社
会
の
要
求
が
強
く
働
い
た
と
い
え
る
」
と
す
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
『
本
朝
文
粋
』

は
編
ま
れ
た
当
初
よ
り
、
新
興
の
儒
者
た
ち
の
間
で
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
興
の
儒
者
た
ち
は
、
こ
の
害
を
も
っ

て
文
章
作
成
の
際
の
典
範
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
な
お
『
本
朝
文
粋
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
大
曾
根
氏
「
本
朝
文
粋
の
後

代
作
品
へ
の
影
響
（
上
）
（
下
）
ｌ
主
と
し
て
平
安
後
期
の
漢
文
学
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
十
八
巻
第
一
号
、
第
三
十
九

巻
第
二
号
一
九
六
○
年
一
月
、
一
九
六
一
年
二
月
）
に
詳
し
い
）
。

こ
う
し
た
新
興
の
文
学
者
が
登
場
す
る
中
、
匡
房
も
新
勢
力
の
文
学
の
拠
り
所
で
も
あ
る
『
本
朝
文
粋
』
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
当
時
の
文
学
者
た
ち
に
お
い
て
『
本
朝
文
粋
』
は
、
文
章
を
作
り
、
さ
ら
に
享
受
す
る
際
の
共
通
基
盤
と
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
匡
房
の
難
解
な
語
の
操
作
は
、
少
な
く
と
も
文
学
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
、
全
く
理
解
で
き
な
い
も
の
で
は
な
か
つ

る
。
こ
の
他
例
を
挙
げ
る
に
暇
な
い
。
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こ
の
こ
と
に
は
、
逆
の
効
果
も
考
え
ら
れ
る
。
認
識
基
盤
を
共
有
し
た
文
章
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
匡
房
が
そ
の
能
力
を
他
に
誇
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
本
朝
文
粋
」
を
典
拠
と
す
る
語
彙
に
使
用
に
限
ら
な
い
。
当
詩
序
で
は
、
第
一
段
や
第

四
段
に
お
い
て
経
書
の
類
や
『
文
選
』
、
史
書
に
出
典
を
持
つ
語
を
集
中
し
て
使
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
は
、
大
学
寮
で

の
講
義
科
目
で
あ
り
、
匡
房
や
そ
の
他
の
儒
者
に
と
っ
て
、
必
須
に
し
て
基
本
の
知
識
で
あ
る
。
力
に
差
は
あ
れ
、
文
学
を
学
ん
だ
も
の

な
ら
、
耳
に
目
に
し
た
こ
と
は
あ
る
文
章
か
ら
の
語
彙
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

詩
序
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
於
い
て
は
一
般
に
、
経
害
に
出
て
く
る
よ
う
な
語
は
使
わ
な
い
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
敢
え
て
使
用
す
る

と
こ
ろ
に
、
匡
房
の
文
学
者
と
し
て
の
意
識
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
匡
房
は
、
日
本
漢
文
と
中
国
の
経
害
を
含
む
文
学
を
典
拠
に
も
つ
各
語
彙
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
人
々
に
よ
く
わ
か
る

形
で
自
分
の
力
を
見
せ
つ
け
る
、
華
麗
な
詩
序
を
為
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
詩
序
に
つ
い
て
は
、
匡
房
が
江
家

の
文
藻
を
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
取
り
入
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
項
に
て
詳
し
く

論
じ
た
い
。

あ
る
。

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
詩
序
の
内
容
は
同
時
代
の
人
々
に
、
容
易
に
と
ま
で
は
な
ら
ず
と
も
、
理
解
さ
れ
う
る
背
景
は
あ
っ
た
の
で

［
付
記
］

小
槁
執
筆
に
あ
た
っ
て
、

を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
原
浩
人
氏
、
相
田
満
氏
か
ら
多
大
な
る
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
以
て
、
感
謝
の
意
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